
3 検証結果

私たちは子どもたちが「人JrものJr自然」とかかわる姿，かかわりによって育まれ

る体験，目指す姿について年齢ごとに捉え (P4~6) ，研究を進めてきた 。 子どもが

自分らしさを発揮できるようになるまでに保育者としてどのように援助していけばよ

いか，どのような環境構成の工夫・改善が必要かなどについて実践を通して検証してき

た。

本年度， r自然」とのかかわりを中心に研究を進め，私たちは初めに捉えていた年齢

の姿を整理し，具体的な保育者の援助の在り方や環境構成の工夫・改善について追究し

てきた。研究を進めるうちに，子どもたちは同じ「自然J(例えば風など)とかかわ っ

ていても，年齢ごとにかかわり方は違 っていて，年齢が進むにつれてかかわり方が広が

っていくことが分かった。

このようなことを踏まえ，次のページからは，以下の視点で検証結果をまとめてみた。

o r自然」とのかかわりの中で見られた子どもたちの姿

O 自分らしさを発揮するための保育者の援助の在り方

O 自分らしさを発揮するための環境構成の工夫・改善
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o I自然jとのかかわ りの中で見られた年少児の姿

気付く】(自然への親しみ)(満足感)( 感動体験 ) 

葛日【 試行錯誤 )(自分を出す)(f3{g)

(磁然〕O 保育者や友だちに親しみ，

好きな遊びを楽しむ。

O 自分の思いを素直に出す。

O 集団生活での生活の仕方

。様々 参f癌然jと議合h

O 様々~r~熱j伝説、しむ@

。:杭 様ゐ ~r自然j とのかかわり 11を知る。

。、ウサギやニワトリなどを見た考証えさ

あげたちする。

:バo事殺を3もたり a績んだりする手

。 鼠の心地よさを感じる。

花4宇野菜の績を議事き，様子を見たり .J1tを掛けたりする。

ラf-'.i9ウやダシゴム:7.など見た撃参捕まえよう Aとじたりする脅

繭の鴎や雨上が撃の関騰の様子を見たり，織の告を鰐いた殺する。

水の心地よさを感cる。

入道害警を見たり，木陰の心地よ慈を感じたりするa

野菜を収穫し，味わう脅

チョウやパγタ.エピ，オタマジヤクシなどを見たり，捕まえようとしたちするa

セミやスズムシの鳴き声を勝く e

関庭め木冷の様子会、見るお

木の実や落ち葉を拾ったり，遊ぴに授った号する。

氷や霜柱を見た哲，籍殺を踏む感触を味わった号する韓

日だまりの暖かさを感じるa

W 

戸、

四季折々の行事を通して季節の移り饗わりを感じる。

競き芋やおにぎりパーテイ問主節勾，餅っき大会などの行事じかかがる。

回に蒐えないものと対話する語

ぶらんこやグロ日プジヤングル，風車，是正をどで遊ぶ噌;で風の動き;を:感じる。
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O 年少児が自分らしさを発揮するための保育者の援助の在 り方

例 1 r自然Jの面白さや不思議さ，すごさなどをよりよく味わ
えるように一緒に感じたり，試したりして共感していく。

多くの子どもたちが初めての園生活を楽しむ年少児。「人Jや「ものJと同様見るもの.
聞くもの，嘆ぐもの，触れるもの，味わうもの等 ，何 もかもが新鮮で 目をきらきらと
輝かせながら感動を言葉や体で表現し ます。「ミミズに目があるのかな jと考え てみたり .
桜島の噴火に 「怒ってるのかな o 0 0 Jと恐れを感じたり，真っ白な雪を氷にのせると透明
になっていく様子に不思議さを感じたりと，様々な自然とのかかわりの中で心 を揺り動
かされてい ます。「そうだ よ，そうだよ 」と領くのももちろんですが，その感動を よ り深
め， 心 に残るものとしていくために，多様な 一人一人の感じ方，楽しみ方を共感 的 に受
け止め，一緒に考えたり，思いをめぐらせてみたり ，一緒に試し てみたりするなどしてJ
じっくりと保育者や友だちと共感し，共有していく場面を大事にしたいです。。 JI >あJミミズに目はあるのかなあ 。 Jfぅ~ん とこにあるのかな 。 lF可

|ないよ 1A‘ ー
ここ!見て 。 目! 私も見たい!

例 2 繰り返しの経験を大事にする。

初めての集団生活， r人Jrもの」同様，幼稚園には魅力 的な 「自然」がたくさんあり ます。
様々な「自然」とかかわって過ごす中で，ミミズやダン ゴムシをぎゅっと掴んだり 捕

まえた エ ピやオタマジャクシを素手で持ち運んだりして， ドキッとさせられる場面 も少
なくありま せ ん。 こう した経験も含めて，繰り返しの経験を大事にしたいと考え ます。
そこには 「目，あるのかなJr先生，捕まえたよ !Jなど，興味をもってかかわる姿があ り，
不思議に思ったり，その喜びを伝えたいと ，心が揺り動かされている ことに違い はあり
ません 。保育者自身が胸を痛めつつ ，子どもたちのそうした気持ちを受け 止 め 「ミミ
ズさん， w痛い j って言っているかも Jrえ~っ!エ ピさんお水が無くて苦しかったね。
ごめんね」とその都度，保育者自身の気持ちを伝えて，子どもたちなりに少 しずつ 「命j
についても 何 か感じていっ てほしいと思い ます。

かくれんぼをしているときに，アラ カシの後ろに隠れた子どもがい まし たo そこは，
日頃から繰り返しアラカシ集めを楽しんでいた場所です。 こう した繰り返 しの経験があ
ったからこそ，かくれんぼの隠れ場所 とし て遊びが広がっていったのでjιょう。

O 

え~!ミミズさんに水を掛けちゃったの?

ほら.ミミズさん，弱くな ってし まったよ 。

γ吉、、
年少児が自分らしさを 発揮するための環境構成の工夫 ・改善

例 「自然」そのもののよさを十分味わえるような環境を工夫す
る。

自分の好きな遊びを見付けて遊ぶ年少児。 「葉っぱの雨が降ってる !J r葉っぱのお布
団 にし よう !J r赤大根(二十日大根)，白い !Jと，様々なことに 心が揺さぶられ，その
感動を 保育者や友だちに話す姿が多く見られ ます。子どもたちの遊ぶ姿に寄り添いなが
ら，熊手を用意したり，身近な場所に二十 日大根のプランタ ーを置いたりするなど，環
境を工夫することで， 一層，遊びが充実 したものとなる ようにしたいです 。

子ど もたちと落ち葉の布団にごろんと寝転がると，木漏れ日が まぶ しくて ，r葉 っぱ
と葉 っばがきらきら光っている よjとある子が言い ま した。そうした感動を大事にして
いきたいです。

わあ !いっぱい集められる !

イチョウやカエデの葉が散り始めて，子どもたちも

興味津々の様子 !熊手を用意してみよう !
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O 

友だちとー績にいろいろ

な遊びを楽しむQ

O 患ったこと感じたことを

のびのびと表現する o

集団の中での基本的な生

慣・態度を身に付け

O 草花を摘んでいろいろな遊びに強う。

O 戸外での遊びを通して初夏の自然に親しむ。

自分を出す

〔自然〕

様々な f自然jに興味をもってかかわ

る。

o r自然jの不思議さや蘭白きを感じるe

O 閤援の草花や小動物を見た札触れた

りして親しみをもっ。

O 一人一鉢の花の世話を進んでする。

O 生き物や植物の成長の機子に気付き，

興味をもってかかわる。

O セミやスズムシの鳴き声を開<0

O 芋の苗植えや野菜の種蒔きをし，野菜の世話をしをがら成長に気付き，収纏を楽しみにする。

O 雨の日や雨上がりの関庭の様子を見たり，傘をきして散歩をしたりし君主がら，雨の音の面白

さや不思議さを感じる g

O 水の感触を味わいな、がら水遊びを楽しむ。

O 自分たちで育てた野菜の収穫を通して，自分たちで育てた野菜の成長を喜び，調理したもの

をみんなで食べる機会を楽しむw

O 芋やミカンの収穫や世話を通して，季節を感じ，いろいろな食材に興味・関心をもっ。

O 季節の移り変わりを肱で感じる。

O 草花や港ち葉，木の実などを拾ったり集めたりして遊ぴに取り入れる。

O 吐く患が白いことに気付き，空気の冷たさを感じる。

O 氷や霜柱を見付けて，霜柱を踏む音を聞いたり，氷の冷たきを感じる。

O 日だまりの暖かさを感とる。

O 四季折々の行事を通して季節の移り変わりを感じる。

焼き芋やおにぎりパーテイ節句，餅っき大会などの行事にかかわる。

O 自に見えないものと対話する。

紙飛行機や風車，凧などを使って遊ぷ:中で風の向きを考える。
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年中児が自分らしさ発揮するための保育者の援助の在り 方O 

学んだりして気付いたり，例 1 自分で試した経験から，
いけるような援助をする。

園庭の虫捕りや池のエピ捕りを楽しむ子どもたち。最初の頃は 捕 まえたことがうれ
しくて 「お家に持って帰る !Jと，虫かごで大切 にする姿が見られ ま した。しかし 降
園する頃には弱ったり，死んだり してしまい ます。 その後も 「今日は大丈夫 !J r死な
ないよ!Jと言う日が続き ま した 。 しかし，何回か繰り返すうちに，生計物の命につい
て年中児なりに考えられる よつになってきました。

保育者として，子どもたちの 「持って帰りたいJr大丈夫なんだ」 という思いを大切
にしながら， rバッタさん，元気が無くなってきてない?昨日は元気が無くなってどう
なったかな 」などの 言葉掛けをして，子どもたちが自分で試した経験から，気付いたり，
学んだりしていけるような援助 を大切にしたいと考えます@
4・・"'t 、 /一一一←ー~三一一一一一三 :1元気が無くなってきたか

~河4 お母さんに見せた f官五時びをお家の人に伝えた 斗 ¥:1ら，もう逃がそうかな。

号't.1JiIぃ。持って帰る! I ~ 気持ちはよく分かる。でも，毎回同じ
、ぐで/ 、 ι，喧Iiiii;;;;;;，繰り返しではし、けないな 。 自分で気付

¥ペブト~ー い主」時いたしヨな 。
元気が無くなってない? r> .... ・へ 主、~ー一一一三士〈一~ 一 ~ c 

大丈夫かなあ 。 円‘';;;'~ c::会J

とや感じたことを伝え合う姿を見守る。
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花の色は実とは遣う色になる

んだね.どう してだろう ?

例 2

年中児が 自分 らしさ 発揮するための環境構成の工夫 ・改善

同 「自然Jを身近に感じ，興味・関心がもてる環境をつくる。)

子どもたちは，ヤマモ モ，ミカン，クヌギなどの実を収穫して食べたり，拾って遊び
に使ったりしながら季節を感じてい ます。年少での経験がある子どもたちは， rミカン
がな ってるよ Jr見付けたクヌギを使 ってお料理しよう 」 と，自ら自然とかかわって
楽しく遊ぶ姿が見られますが なかなか気付かない子どももいます 。

保育者として，一緒に探しに行くこともし ますが，子どもたちが見付 けたものを降園
時に紹介したり，保育室やテラスに簡単な展示 コーナーを設けたりなどの工夫をしてい
ます 。言葉 だけでなく，実際に 目にしたり，触れたりできるようにしておくことで ，身
近に感じたり 興味 ・関心 がもてる よ うです 。 そして 実際に自分で見付けて 触れた
ときに生まれる 「気付きJr感動Jr自然への親しみjなどの体験を大切にしたいです。

今後も写真や図鑑を用いるなど，さらに環境っくりを工夫していきたいです。

O 

どこで見付けたの 7先生も

見付けてみたいなあ。
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o I自然」とのかかわりの中で見られた年長児の姿

を工夫する O

O 思ったこと感じたことを

豊かに表現する。

集団生活における望ましい

慣や態度を身に付ける。

(自然への慈しみ)(満足感)【 感動体験 ) 

葛わ( 試行錯誤 X 他者理解 )(I3s) 

〔自然〕

様々なf自然jに興味をも。てかかわる。

f騒然jの不思議さや面白きを味わう。

o野楽や花の世話をしたり，殺を摘んだち，

虫を捕まえたり，虫の鳴き声を鵠いたりす

るなど，身近な自然に興味をもヮてか

る。

O 様々会果実を収獲し，友だちと一緒に

べながら自然の恵みに感謝する。

』時

‘t 

風のa心地よさを惑l.tながら体金身を使って遊ぶ。

雨の臼や鴇上がりの天候を感じたり，碕に親しんだり，溺の音を開いた号して，それに

た生活をする。

学の議植えや芋掘りを体験し，議長の様子に関心をもち，成義を楽しみにする。

米っくり体験をし，普段食べている米がどのようにしてできているのかを知札成長を楽しみ

にする。

各季節に出会える生き物 (ii障の時期はカタツムワなど)がいることを類り，生き物について

本や図鑑で調ペたち，実際に，採しに出掛けた撃する。

育てた野菜の食ぺ頃を知札色や大きさを見ながら収獲して食べるσ

季節め移り変わ撃を晃11;で感じる唖

草花や木の実を遊びiこ取り入れる。

苧や*~ミカンなどの収獲を還して，実りの秋を感じた場，食ぺることで島然の恵みに感謝し

たりする。

霜柱を見付けて，賭む感触を味わったり，筑j昆の変化を利用しで氷をつくろうとしたりする。

日だまりの暖かさを感じながら，自分たちの遊ぶ場所を選ぶρ

四季折々の行事を通して季節の移り変わりを感じる樟

競き寺区やおにぎりパ}ティー，節句.餅っき大会などの行事にかかわる訪

目、比嘉えないものと対話する晶¥

紙飛行機や風車，織などを使当て遊ぶ中で風の向きを考え，試す宮
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O 
fて

年長児が自分らしさを発揮するための保育者の援助の在り方

これまでの経験を生かし，さらにかかわり械がるような援助をする。 1(例l

年長児になると，年少児，年中児の頃の経験を生かして，自分たちで遊びを進めるようになります。これま

での、かわったことのある身の回りのものを，自分たちの遊びに必要なものはどれか選択して遊びの中に取り入

れ，友だちと一精にアイデアを出し合いながら遊びを楽しみます。

ドングリや落ち葉などの秋の収穫物が多くなってきた時期，子どもたちはレストランご、っこを始めました。

自分たちで必要な道具(皿や洗面器，スプーン，水など)を用意して クリスープ ドングリケーキなどたく

さんの料理をつくる子どもたちの仲間になって保育者も加わり，遊びを楽しみながら言葉掛けを模索していま

した。しばらくして，子どもたちから「秋のレストランって名前にしたらいいんじゃない?Jという声が聞こ

えてきました。つくることを存分に楽しみ，さらにレストランとして遊び、を広げたかったのでしょう。今回は，

お客さんがやって来たらも っと遊びが盛り上がるのではないかと考え，言葉掛けをしてみました。子どもたち

が今楽しんでいることを見取り，さらに「他jとのかかわりが広がるような援助を心掛けたいものです。

秋のレストランって名前に

したらいいんじゃない?

素敵な名前だね。ほ

かの友だちもここ
に来るといいね。

数量や図形などに関心をもつことができるような言葉掛けをする。

子どもたちは日常生活の中で，数を数えたり，様々な形に接したりする体験をしています。このような子ど

もたちに対して，保育者は，数量や図形についての知識だけを単に教えるのではなく，多様な体験を積み重ね

ながら子どもたちが数量や図形に関心をもつことができるような援助を大切にしたいものです。

例えば， ミニトマトを育てる中では，花が咲き終わり，小さな実が少しずつ膨らんで，緑色からだんだんと

赤くなっていく様子や，茎がどんどん伸びていき，自分たちよりも大きくなっていく様子などを子どもたちと

一緒に見ながら，数量や図形を意識した言葉掛けをしてみてはどうでしょう。育てて収獲できた喜びと同時に，

子どもたちに感じてほしいこと，気付いてほしいことはたくさんあります。

赤いミニトマトが lら剤、 [ <細いキュウリと太いキュウリを指で

いっぱいあるよ。 | F?1 1 しして)これとこれ，比べてみてどう?は
とってもいい? J .... ど~ ~~-----------

' ーで竺 <数を撤 した ;万刊 <形を意識した fこっちは太

いいよ i 和いミニ トマトは側あるか長寸言掛け> 令~~ 言葉掛け> 1ってるね。

O 年長児が自分らしさを発揮するための環境構成の工夫・改善

い 自ら探究心をもってかかわることのできるような環境構成を大切にする。)]

年長児になると， rこれはどうしてこうなるの?J日可でだろう?J rこれなあに?Jなどと身近なことに対し

て，たくさんの疑問をもっ姿がこれまで以上に見られるようになります。このような子どもたちに，周りの大

人がにわ だからだよJrムムっていうんだよJなどと答えを教えることも一手段ですが，子どもたちが自分た

ちで探究心をも って「どうしてなんだろう ?Jと主体的にかかわることも大切にしたいことです。

梅雨の時期，子どもたちに雨の季節をたっぷ り味わってほしいと考え，季節の絵本 (しぜん「かたつむりJ
やしぜん「あじさい」など)を保育室に設置しておきました。ある日，雨の中，男児数人がカタツムリ探しに

出掛けました。草のところを探したり，友だちに聞いたりしでもなかなかカタツムリが見付かりません。する

と，保育室に絵本があったことを思い出し，みんなで絵本を見に戻ります。絵本には，葉っぱの後ろにカタツ

ムリがいることが記されていました。子どもたちはこれをき っかけについにカタツムリを見付けることができ

ました。自分たちで発見できたことで，子どもたちの達成感，充実感もより大きなものとなったのではないで、

しょうか。 rどこにカタツムリ 1 f ~絵本を見た ら，葉ーっ ぱ
保育者として，子どもたちが自ら探究し ... ・・K いるんだろう? J.-.企1 の後ろにいるって分か

思いを膨らませ， 主体的にかかわる姿を大切 青写支l> :f!""言明 ったよ。探しに行って

にしたいものです。 ドi=7日ロ亡=二二:::;/ てタタペ みよう!
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